
－あなたと荒
ふるさと
尾をつなぐ情報誌－

市の鳥・シロチドリは渡り鳥です。シベリアから日本を訪れ、翼を休めた後、オーストラリアに越冬します。
そんな渡り鳥の飛来地・荒尾干潟は渡り鳥のオアシスです。

荒

尾
ふるさと情

報
誌
・
荒
尾

ふるさと情

報
誌
・

荒尾
発

あな
た行
き シロチドリVol.5

　地域の宝物である子どもたちを、地域や応援するみなさんで支える仕組みを進めています。安心し
て子育てができるまちを目指し、4つの柱を掲げ「あらお未来プロジェクト」として推進していきます。
荒尾の「いま」と「これから」にご期待ください。

「あらお未来プロジェクト」
始動！①みんなで育む「人づくり」

②みんなで築く「安心づくり」
③みんなで挑戦「夢づくり」
④みんなで創る「街づくり」

４
本
の
柱

「あらお未来プロジェクト」
ってなんね～？それっておいしかと？

特 集



小
学
校
の
給
食
無
償
化

が
始
ま
り
ま
し
た

小
学
生
の
学
校
給
食
費
を
補
助
す
る
制
度
を
平
成
29
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
安
心

し
て
学
校
給
食
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
給
食
を
提
供
し
て
い
る
小
学
校
に
通
う
児
童
は
全
て
が
対
象
で
す
。

小
学
校
の
給
食
費
を
全
額
補
助
す
る
制
度
は
、
熊
本
県
内
の
市
で
は
、
初
と
な
り
ま
す
。

①
み
ん
な
で
育
む
「
人
づ
く
り
」

【広報あらお掲載記事】
2017 年 10 月号
●特集

「子ども 未来 創造あらお」
・小学校給食費無償化
・荒尾子ども未来基金
・よかまち荒尾Goodプロジェ
クトなど

　

給
食
は
、
学
校
給
食
摂
取

基
準
を
基
本
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
、
タ
ン
パ
ク
質
、
鉄
分
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

必
要
な
栄
養
素
が
摂
取
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
食
事
と
は

本
来
楽
し
む
も
の
。
献
立
を

考
え
る
と
き
は
、
子
ど
も
た

ち
が
笑
顔
で
「
お
い
し
い
」

と
言
い
な
が
ら
食
べ
る
姿
を

想
像
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
食
文
化
の
奥
深
さ

を
学
ん
で
欲
し
い
で
す
。
給

InterView

中学生 2 人小学生 2
人の 4 人子どもがい
ます。以前は、月 2
万円ほどの給食費を
払っており、一度に
まとまったお金が動

くのでやりくりが大変でした。今
は小学生の分が無償化となり大変
助かっています。

【子育て世帯の負担軽減効果
はどうなる？】

月 4,200 円 × 約 11 カ 月 ＝ 約
46,000 円となり、子どもが一人の
家庭でもこれだけの家計を助ける
効果があります。子どもが２人い
れば効果も２倍です。浮いたお金
は子どもたちの教育費などに使う
ことができます。

検証‼

Interview

大
お お み ち

通恵
え み

美さん

食
に
は
日
本
食
だ
け
で
な
く
、
世

界
各
国
の
料
理
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
・
料
理

と
の
出
会
い
が
、
世
界
の
食
文
化

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

ま
た
荒
尾
梨
を
は
じ
め
、
米
・
野

菜
な
ど
地
元
の
食
材
も
取
り
入
れ

る
こ
と
で
地
産
地
消
の
大
切
さ
も

伝
え
て
い
ま
す
。
食
事
は
生
き
て

い
く
上
で
最
も
基
本
と
な
る
も
の

で
す
。
給
食
を
通
し
て
た
く
さ
ん

の
命
を
頂
い
て
今
の
自
分
が
あ
る

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
と
、
み
ん

な
で
食
事
を
す
る
楽
し
さ
を
伝
え

ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
ま
ち
へ

「
荒
尾
子
ど
も
未
来
基
金
」

を
創
設
し
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
中
で
健

や
か
に
育
ち
、
次
世
代
を
担

う
人
材
と
し
て
成
長
す
る
こ
と
に

役
立
て
る
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

昨
年
7
月
に
市
で
1
千
万
円
を
積

み
立
て
て
、
荒
尾
子
ど
も
未
来
基

金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
、

個
人
・
団
体
・
事
業
者
の
皆
さ
ん

か
ら
広
く
寄
附
を
募
り
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
事
業
に
広
く
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

栄養教諭
藤
ふじまる

丸奈
な み

美さん

●基金を活用して取り組む事業分野

子
ど
も
の
学
習
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
の
向

上
を
図
る
た
め
、
小
中
学
校
の
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
体
育
館

な
ど
学
校
施
設
の
改
修
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
全
小
学

校
区
に
開
設
し
て
お
り
、
障
が
い

の
あ
る
児
童
へ
の
対
応
な
ど
も
さ

ら
に
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
保
育
士
の
確
保
を
進
め
る

と
と
も
に
、
小
規
模
保
育
所
施
設

の
整
備
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

関西地方から、修学旅行生がマジャク
釣りを体験しにやって来ました！

　昨年 5 月、兵庫県神戸市立西
にしだい

代
中学校の 3年生 171 人が修学旅行
で荒尾干潟を訪れ、マジャク釣り
を体験しました。体験後には、マ
ジャクの天ぷらが振る舞われ、子
どもたちは未体験の味に舌鼓を
打っていました。
　今年度は４校が荒尾干潟を訪れ、
マジャク釣りを堪能しました。

マ
ジ
ャ
ク
釣
り

サ
イ
コ
ー
！

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
47
年
3
月
に
開
設
し
、
こ

と
し
で
46
年
目
を
迎
え
ま
す
。

一
番
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、

今
も
昔
も
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。

子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
食
べ

て
く
れ
ま
す
。
現
在
、
市
内
、

長
洲
町
、
荒
尾
支
援
学
校
の

児
童
・
生
徒
・
先
生
た
ち
を

合
わ
せ
て
約
５
，
９
０
０
人

分
の
給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

県
産
の
食
材
を
で
き
る
だ

け
多
く
取
り
入
れ
て
地
産
地

消
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち

に
安
心
・
安
全
、
お
い
し
い

給
食
が
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

給食センター所長
田
たのうえ

上智
と も こ

子さん

InterView

PICK UP!

「あらお未来プロジェクト」始動！ 「あらお未来プロジェクト」始動！

基
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
階

段
昇
降
車
で
す
。

◀

☆子育て支援に関する事業
☆教育環境の充実に関する事業
☆子どもの育成に関する事業など

　活用の第一弾として、今年度は車
椅子を利用する子どものために階段
昇降車を学校に導入しました。また、
平成30年度は英語検定チャレンジ事
業に活用予定で、英語能力の向上を
目的に中学 1年生から 3 年生までの
全員が英検（3 級～ 5 級）を受験で
きるようにします。
　基金には、昨年 7月の創設以降、8
件 6,611,107 円（3月 9日現在）の
ご寄附をいただいています。
　引き続き、皆さんからの心温まる
ご理解とご支援をお待ちしています。
問政策企画課企画統計係
☎ 0968-63-1274

Arao City 23 Arao City



②
み
ん
な
で
築
く「
安
心
づ
く
り
」　
③
み
ん
な
で
挑
戦「
夢
づ
く
り
」　
④
み
ん
な
で
創
る「
街
づ
く
り
」

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
っ
て
い
ま
す

ト
ピ
ッ
ク
ス
１

現
地
建
替
決
定
！

新
荒
尾
市
民
病
院
開
院
へ

　

懸
案
と
な
っ
て
い
た
市
民
病
院

の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
現
在
の

市
民
病
院
敷
地
と
そ
の
隣
接
地
に

建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

開
院
は
、
平
成
34
年
6
月
頃
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
新
市
民
病
院
は
、
が
ん・脳
卒
中・

急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
高
度
医
療

や
、
救
急
医
療
な
ど
を
中
心
に
５

疾
病
５
事
業
な
ど
の
更
な
る
「
充

実
し
た
医
療
の
提
供
」、
地
域
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
・
災
害
拠
点
病
院

の
指
定
な
ど
の
「
医
療
機
能
の
強

化
」、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

取
り
入
れ
た
「
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
」、
公
開
講
座
の
開
講
や

医
療
福
祉
相
談
室
の
強
化
な
ど
の

「
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
」、
関
連

施
設
（
介
護
施
設
な
ど
）
と
の
連

携
に
よ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」、
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
2

荒
尾
競
馬
場
跡
地
が
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す

　
「
人
・
自
然
・
新
た
な
交
流
を
育

む
ウ
ェ
ル
ネ
ス
拠
点
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
競
馬
場
跡
地
一
帯
の
土

地
区
画
整
理
事
業
を
行
い
、
再
生

拠
点
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

地
区
中
央
に
は
、
有
明
海
沿
岸
道

路
の
荒
尾
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
）
の
設
置
が
予
定
さ
れ
、
道

の
駅
の
設
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

商
業
地
、
住
宅
地
や
公
園
・
緑

地
な
ど
を
設
け
、
賑
わ
い
と
活
力

に
満
ち
た
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
3

道
路
開
通
で
よ
り
便
利
に

　

国
道
３
８
９
号
（
打
越
・
市
屋

区
間
）
が
昨
年
6
月
に
、
県
道
平

山
荒
尾
線
・
荒
尾
南
関
線
バ
イ
パ

ス
が
11
月
に
開
通
し
ま
し
た
。

さらなる荒尾の発展に向けて
各種団体との協定を結びました

　熊本大学とは、コホート調査研究などで協力
していましたが、包括協定を結ぶことで、さら
に医療・福祉などまちづくりに関する連携を深
めていきます。
　三井物産㈱、㈱グローバルエンジニアリング
と本市の 3者による協定を締結し、電力の地産
地消事業をはじめとした地域活性化につながる
取り組みを推進していきます。

ト
ピ
ッ
ク
ス
4

コ
ホ
ー
ト
調
査
研
究
地
域
に
選

定
　

認
知
症
の
発
症
、
予
防
や
進
行

抑
制
の
方
策
を
見
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
全
国
高
齢
者
1
万
人
大

規
模
認
知
症
コ
ホ
ー
ト
研
究
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
施
地
域
の

全
国
8
か
所
の
中
に
本
市
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
行
政
と
医

療
介
護
関
係
団
体
や
医
師
会
・
歯

科
医
師
会
等
の
連
携
、
市
民
病
院

と
か
か
り
つ
け
医
の
連
携
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す

移
住
・
定
住
へ
の
取
り
組
み

　

昨
年
2
月
の
市
長
就
任
後
、

市
の
未
来
創
り
計
画
を
「
あ
ら

お
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
定

め
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
の
投
資
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
小
学
生
学
校
給
食

の
無
償
化
を
実
現
し
、
来
年
度

以
降
も
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
や
保
育
環
境
の
整
備
な

ど
、
教
育
環
境
や
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
新
市
民
病
院
の

建
設
や
競
馬
場
跡
地
な
ど
を
活

用
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
こ
れ
か
ら
の
市
の
明
る
い

未
来
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
荒
尾
を
さ
ら

に
魅
力
的
に
し
、「
訪
れ
て
み
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
、
ず
っ
と

住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
荒
尾
市
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

荒尾市長
浅
あ さ だ

田敏
としひこ

彦

空
家
バ
ン
ク

　

空
家
バ
ン
ク
で
は
、
市
が
窓
口

と
な
り
、
所
有
者
か
ら
空
家
売
買

な
ど
の
相
談
を
受
け
、
熊
本
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
と
連
携
し
、

売
買
や
賃
貸
の
成
約
を
目
指
し
ま

す
。
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
物

件
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

3
月
1
日
現
在
、
総
登
録
数
16

件
、
売
買
実
績
6
件
で
、
商
談
中

の
物
件
も
多
数
あ
り
ま
す
。
荒
尾

市
内
に
空
家
を
お
持
ち
で
、
ま
だ

不
動
産
屋
に
仲
介
依
頼
し
て
い
な

い
人
が
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
空
家
対
策
推
進
室

☎
０
９
６
８
・
63
・
１
６
６
０

お
試
し
暮
ら
し
体
験
住
宅

　

あ
ら
お
暮
ら
し
を
気
軽
に
体
験

し
て
も
ら
え
る
「
お
試
し
暮
ら
し

体
験
住
宅
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
電
化
製
品
な
ど
も
そ
ろ
っ
て
、

1
日
１
，
０
８
０
円
で
3
日
間
か

ら
90
日
間
ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
条
件
や
部
屋
の
間
取
り
な

ど
の
詳
し
い
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
請
求
や
問
い
合
わ
せ
は
、

左
記
ま
で
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
政
策
企
画
課
企
画
統
計
係

☎
０
９
６
８
・
63
・
１
２
７
４

InterView

移住・定住コンシェルジュ
上
う え だ

田恵
け い こ

子さん

▲お試し暮らし体験住宅を利用された家
族とジャガイモの収穫をしました。感謝
のメッセージを頂き感動しました

ここにも注目！

「あらお未来プロジェクト」始動！「あらお未来プロジェクト」始動！

▲熊本大学との包括協定 ▲エネルギーに関する
三者協定

　

昨
年
１
月
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
、
市
内
案

内
に
加
え
、
利
用
者
の
要
望

や
移
住
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
、

移
住
・
定
住
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
お
試
し
暮
ら

し
体
験
住
宅
を
利
用
さ
れ
た

家
族
と
一
緒
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
収
穫
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

体
験
住
宅
の
周
辺
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
運

動
施
設
が
あ
り
、
と
て
も
便

利
な
環
境
で
す
。
山
あ
り
海

あ
り
の
荒
尾
市
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
知
る
た
め
に
、
気
軽

に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
最
大
90
日
ま
で
長

期
利
用
が
可
能
で
す
。
体
験

住
宅
利
用
中
に
周
辺
エ
リ
ア
を
散

策
し
て
物
件
を
探
し
、
居
住
地
域

を
決
め
、
移
住
し
た
人
も
い
ま
す
。

荒
尾
市
で
生
活
し
た
こ
と
が
な
い

子
ど
も
の
た
め
に
と
、
Ｕ
タ
ー
ン

を
検
討
し
て
い
る
ご
家
族
の
利
用

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

仕
事
探
し
や
住
ま
い
（
生
活
圏
を

含
め
）
を
じ
っ
く
り
検
討
す
る
な

ど
、
具
体
的
な
移
住
に
向
け
て
の

準
備
と
し
て
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

　

私
も
荒
尾
市
出
身
で
す
が
、
案

内
を
通
し
て
新
た
な
魅
力
を
た
く

さ
ん
発
見
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
体
験
住

宅
を
利
用
し
て
、
あ
な
た
の
知
ら

な
い
荒
尾
市
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

お試し暮らし体験住宅
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ARAO TOWN TOPICS
まちの話題

平成29年　
荒尾市の主な出来事

子ども神楽が県文化財功労者を受賞四ツ山公園展望所が完成

木質バイオマス発電事業の協定調印式 学校給食～デザート梨の日～

府本小児童が市長に新茶を贈呈

荒尾マジャク釣り大会大盛況

HOMETOWN

　荒尾マジャク釣り大会を荒尾漁協前の干潟で開催しまし
た。夏の日差しが降り注ぐ青空の下、県内外から多くの参
加があり、900人ほどがマジャク釣りを楽しみました。
　マジャクは干潟に作った巣穴に異物が入ると、異物を敵
と判断して押し出す習性があります。その習性を利用して、
巣穴に毛筆を差し込んで、筆を押し上げてきたマジャクを
引き上げます。マジャクとの駆け引きに、参加者の笑顔が
溢れていました。

　県文化財保護大会の中で、文化財功
労者表彰式が行われ、上荒尾熊野座神
社神楽保存会が地域に密着したこれま
での活動を評価されて受賞となりまし
た。大会のオープニングアトラクショ
ンで神楽が披露され、会場からは、「難
しい舞を見事に踊っている」、「神社の
前で踊っている姿を見たい」との声が
上がり、大好評でした。

　四ツ山公園内に展望所を設置しまし
た。公園利用者や散策者などの休憩場
所としての利用や、四山神社参拝者の
訪問などが期待されています。大牟田
から来た伊

い べ
部さん夫婦は、「子どもの

頃遠足で来たことがあります。荒尾の
街並みがきれいに見え、雄大な雲仙普
賢岳も眺めることができます。また足
を運びたいです」と話しました。

　㈱有明第二発電所が、産業団地内に、
市内では 2基目となる木質バイオマス
発電所を建設することとなり、県玉名
地域振興局長立会いのもと、市と協定
を締結しました。県産の間伐未利用材、
製材端材を発電のための燃料に利用す
るほか、熊本地震で発生したがれきな
どの処理も行うことで復興への支援を
していくことが期待されています。

　万田坑デジタル掛軸 2017 を開催
しました。デジタル掛軸は世界的なデ
ジタルアーティストの長

は せ が わ
谷川章

あきら
さんが

考案したアートです。地球の自転と同
じ速度でさまざまに変化していく、色
彩豊かな抽象的な画像を投影します。
昼間の風景とは違う、幻想的なアート
に照らし出された万田坑の姿に、多く
の来場者は足を止めていました。

　市内の小中学校の給食に市特産の荒
尾梨「新

にいたか

高」が出され、甘くてみずみ
ずしい秋の味覚を子どもたちは堪能し
ました。地元の特産品を通して食文化
への理解と食育への学びを深めてもら
おうと、「デザート梨の日」として毎
年実施しています。ナシを頬張った子
どもたちは、「口いっぱいに甘さが広
がっておいしい」と笑顔を見せました。

　府本小学校児童会の 3人が、校内
の茶畑で摘んだ新茶を市長に届けま
した。茶畑は、昭和 8年にまかれた
種が根付いたもので、昭和 55年から
毎年茶摘みをしています。総務委員
長の植

うえ だ
田君は、「地域の皆さんにも手

伝ってもらいました。天候にも恵まれ、
15kg の茶葉を摘んで、3kg の新茶が
できました」と話しました。

荒尾市ふるさと応援寄附金
ふるさとの応援をお願いします！

　「生まれ育ったふるさとを応援したい」「関わりが深い
地域に貢献したい」という、あなたの思いを「荒尾市ふ
るさと応援寄附金（ふるさと納税）」として、荒尾市の
発展のために大切に活用させていただきます。
　平成29年度は約 1,930 万円（H30.2 月現在）の寄
附をいただきました。

問政策企画課企画統計係　☎ 0968-63-1274
　Eメール：kikaku@city.arao.lg.jp

さまざまなことが起こった平成 29 年
を荒尾市の出来事で振り返ります。

▲夏季巡回ラジオ体操
▲ラムサール条約登録 5周年記念
イベント

　新嘗祭献穀田の県代表として、野原八幡宮の神田
が選ばれ、収穫された献穀米・粟は10月 26日に
皇居で行われた献穀献納式で献納されました。

10 新
に い な め さ い

嘗祭に奉納月

万田坑デジタル掛軸 2017

月

月

月

月

月

月

月

新市長に浅田敏彦就任

市内2カ所で新道路が開通

荒尾市民病院の現地建設を決定

熊本大学と医療・福祉などまちづくりに
関する連携を強化

小学校の給食費補助がスタート

荒尾干潟がラムサール条約湿地登録か
ら5周年

夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会開
催

地域エネルギーの有効活用等を中心とし
たまちづくりに関する連携協定

月

2
6・11

8

9

9

10

10

11

　69年の歴史に幕を下ろした荒尾高校。3月1日
には閉校式が行われました。平成 27年度から、南
関高校と統合し、岱志高校が開校しました。

3 荒尾高校が閉校月

お礼の品も用意しています
荒尾市外在住者で 1万円以上の寄附をした人に、寄附
額に応じて荒尾の特産品をお贈りします。約 70 品目
を揃えており、ふるさと納税ポータルサイトから確認
できます。また、お礼品カタログをご希望の人には郵
送します。

メロンパン詰め合わせ 黒毛和牛のローストビーフ

寄附金控除が受けられます
寄附した額のうち 2千円を超える分は、おおむね個人
住民税所得割額の 2割を限度に控除されます。

寄附の申し込み方法
寄附金申込書のほか、市ホームページからも申し込み
できます。ふるさと納税ポータルサイト（ふるさとチョ
イス）から申し込みいただくと、クレジットカードで
のお支払いもできます。

グリーンランド入園券
＆ランチバイキング 荒尾産高級羽毛ふとん
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Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｕ
　
‐
編
集
後
記
‐

　
先
日
、
認
知
症
コ
ホ
ー
ト

研
究
の
中
間
報
告
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
全
国
8
か
所

の
中
に
選
ば
れ
た
理
由
と
し

て
、
医
療
介
護
関
係
団
体
等

の
連
携
な
ど
、
こ
の
地
域
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
た
か
ら
と
の
こ
と
。

老
後
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
い
う

の
は
、
生
活
す
る
場
所
を
決

め
る
際
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
ら

お
よ
か
と
こ
で
す
ね
。（
吉
田
）

　
ふ
る
さ
と
情
報
誌
「
シ
ロ

チ
ド
リ
」
も
今
回
で
記
念
す

べ
き
5
冊
目
で
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
荒
尾
市
を
支
え
て

く
れ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
今
回
は
「
あ
ら
お
未
来

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
特
集
し

て
い
ま
す
。
文
字
通
り
、
荒

尾
市
の
こ
れ
か
ら
を
占
う
大

切
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
荒
尾

市
は
今
後
、
未
来
の
荒
尾
を

担
っ
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち

に
向
け
て
の
施
策
を
た
く
さ

ん
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
夢

を
描
き
、
瞳
を
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
が
増

え
て
く
れ
た
ら
い
い
な
あ
。

も
っ
と
良
い
荒
尾
市
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
来
荒
を
お
待
ち

し
て
ま
す
よ
。（
山
本
）

広報あらお 67 年間

の軌跡
～ Public Relations 67years Trajectory ～

広報あらお 1500 号到達記念

　広報あらおは昨年の 9月号で 1500 号を迎えました。
第 1号である昭和 25 年 5 月 15 日号からの 67 年間の
歴史の中で、さまざまなことを伝えてきました。当時
の紙面の一部をご紹介します。皆さんが古里に思いを
はせるきっかけになれば幸いです。

　昭和 48 年 9 月からの八幡
住宅団地の開発を特集。昭
和 40 年から開発が始まった
桜山住宅団地に続くもので
す。以前は田畑や山林だっ
た場所が住宅街に変貌し、
一つの新しいまちが形づく
られました。

1975（昭和 50 年）
9 月 1 日号（609 号）

1972（昭和 47 年）
7 月 10 日号（536 号）

1968（昭和 43 年）
7 月 10 日号（394 号）

　海水浴客で埋め尽く
された写真を背景に「海
ひらく」の文字。荒尾
海水浴場の海開きをお
知らせしています。場
所は南荒尾駅近くの海
岸でした。昭和 40 年代
後半～ 50 年代前半には
荒尾海水浴場は無くな
りました。

　昭和 47 年 7 月に
オープンした市民
プールを特集した号。
5つのプールに夜間照
明なども完備されて
いたため、記事の中
でも「豪華版」との
記載があります。夏
休みを市民プールで
過ごした人も多いの
ではないでしょうか。

　台風 19 号の被害相
談窓口設置の記事で
す。家屋の半壊 4 件、
道路の全面通行止め 4
カ所、断水 8,200 世
帯、荒尾・大牟田管
内の停電 88,700 世帯
など甚大な被害があ
りました。1991（平成 3 年）

10 月 15 日号（981 号）

　平成９年 4 月にオープンしたあらおシティ
モール。市の特定商業集積事業として整備さ
れました。量販店、ホームセンター、百貨店
の核店舗の他、専門店 70 店が入店し、当時は
九州で最大級の規模を誇りました。開店して
からの 3 日間で 18 万人が訪れ、オープン当
日に来場した学生さんも「にぎやかな街になっ
てほしい」と話しています。

1997（平成 9 年）
5 月 15 日号（1,108 号）

【広報あらお掲載記事】
2017 年 9 月号
●特集

「広報あらお 67 年間の奇跡」
・67 年間の歴史を見つめる
・過去の広報担当者を取材
・広報紙に掲載された市民のそ
の後を追跡
・読者に聞く「広報紙の好きな
ところはどこですか」


